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~) 週刊東津軽済踊時増刊「金融と担行J (昭和17午z 第 1集) iジンボリウム国債大量発行と日
本経済の前逸J (編集部報告L
5) 最近，このような議請を批判したもDに，倒えば， i戦時国匝罪況の歴史と教司山 〈田沢善竺
「経済J1972年， 4月号〉があるが，フイスカルポリシイ論にまでつつ ζんだ批判ではな<，戦
時間置発行が戦争及びイソフレー ショ γ と不可分に結びついていたことを一般的に説明するにと
どまってレる。
6) たとえば，長氏は，民の評価と大体において一致しているとLて， E. ノι ムヘ ター 「日満
産某構造論J第 1巻， 19喧年からいくつか引用しているが，その中の一つに，次のような文章が
ある. i この赤字財政政策(高橋財政下における一筆者〉は実際，ポ γヅに呼び水を注ぎ，
統制から逸脱することなし国民所得を増加せしめたのであるJ(前掲書， 147ヘ シ〉。































































\~I ~lli~ 軍事費 ib/4| 軍一
歳出(a)I ~(同 % 事満件費州 1兵費備(臨改時部寄〉時匡〈救c局費〉 % I (d) 
sjg5f日 6 1，476 454 30.8 75 213 14.5 
7 1，950 686 35.2 278 163 8.4 241 12.4 
8 2，254 872 38.7 196 206 213 9.4 334 14.8 
9 2，163 941 43，5 158 289 145 6.7 361 16.7 
10 2，206 1，032 46.8 183 306 10 371 1K9 











':X 租税|自問EZE品即時合計金額 %金制%金額%阿% 金利% 金額1%fi手祖 1 (1926) 887 43.1 82 4.0 451 22.0 55 2.7 34 1.7 546 26.6 2，056 100 
2 (1927) 899 43.6 81 3.9 471 22.9 73 3.5 61 3.0 478 23.2 2，063 100 
3 (1928) 916 45.7 87 4.3 474 23.6 75 3.7 157 7.8 297 14.8 2，006 100 
4 (1929) 894 48.9 79 4.3 480 26.3 83 4.6 100 5.5 191 10.4 1，826 100 
5:1930) 835 52.3 70 4.4 488 30.5 76 4.8 38 2.4 90 5.6 1，597 100 
6 (1931) 736 48.Q 65 4.3 473 30.9 98 6.4 120 7.9 39 2.6 1，531 100 
7 (1932) 696 34.0 67 3.3 467 22.8 102 5.0 660 :12.2 己4 2.7 2，045 100 
8 (1933) 749 32.1 74 3.2 495 21.2 136 5.8 783 33.6 95 4.1 2，332 1日O
9 (1934) 843 37.5 78 3.5 265 11.8 241 10.7 743 33.0 77 3.4 2，247 100 
10 (1935) 926 40.9 79 3.5 281 12.4 211 9.:1 678 30.0 84 3.7 2，259 100 





9) 口本最長行調査局特別調査室内満州事変以桂の財政金融史」昭和2'年， 82←8'ベー タ。



















































13) 島恭彦「大蔵大臣」昭和24年"， 116-n8ミ ゾ。
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表3 国債現在高・国債費・租税収入・日銀券発行高 (単位百万円〕
¥|国債現在高|扇子ム計そ国の債他費 租税収入 円銀券発行高
昭和 6 6，188 213 735 1，330 
8 8，139 334 748 1，544 
10 日，854 371 899 1，766 
l増加分 3，666 158 164 436 
止た肩車者「昭和財政史」百国置(巻末資業り ¥ 














昭和 6 68.1 133.1 
7 68.7 128.2 
8 73.2 121.8 
9 74.7 122.1 
10 76.2 119.5 













24 (312) 第 112巻第5号
表 5 日銀四
民 間 ~I 受
金 融 機 関
銀 行
信 託 保 険シンジ[叫|特 会 ネ土 会 干土
長吉宗寺普通銀行 発 行銀
1932 〔530，OO7O〉 300 (21，2O3O〉O 7，4 300 (21，2OC3O ) (1.8) ~-) (44.8) (-) 
33上 Z(4O9，S0〉D 35，500 6(613，270〉0 73，100 4156，70〕0 8(1P270 〕(7.3) (15.1) (8 (←〕
下
150，6日 54，240 29(，84520 〉 33(9 ，360 267，650 12(t3860 〕 7，350 
(41.9) (15.1) 3) (74.1) (2.0) 
34上 258，6日O 57、470 70，1 859 91，59口1)O 478p8B6 20 10(，15720 〕 7，1 8日0(42.5) (9.4) (11.6) (1 (78.6) (1.3) 
下 9(3801口7口〉D 39，2 859 (12，5) 
2858 00 
(8.9) 4L01，29280 ) 20(67352709 〕 413483 1 (13.3 ) 7くZ，5040) 
35上 117，350 40，299 46，2 500 8〔23，3402〕D 28〔8750409〕 30(，8O4DO 〉 2(0，3570 ) (32.7) (11.2) (12.9) 
下
91，450 63，8O478 〕 24，7 200 2(，6OE45 〕 20(50，87363 〕 14，431 9，305 
(26.7) (1 (7.1) (4.2) く2.7)
36上 151，0860】3 88.780 49(，9780〉0 5410，67日0 345，8C81 0 36(，72725 〕 15，3 597 (30.0) ， (17.5) (10.8) (68.1) く1)
下 10，54515  37，9 380 42，700 2(71，49U6) リ 118323095 〉 14，050 19，320 (5.5) (19.6) (22.4) (6 (7.4) (10.1) 













証 券 官 庁 統 E十 いする
その他 その他 民間合計 民聞の音十 業 者 消化率金融機関
(74，2OO9O ) 1(6l，3口000〕 16，300 161，0 30O 
ラ6
81.5 (-) (-) (100) (-) (100) 
17，566 441，460 27，490 5〈p1c0c〉o 473，8905〉0 9〈1270日O〉 83，650 72.0 (3.6) (91.3) (5.7) (9 (1日日〕
17(，4 5co 3日5，30日 24，220 329，15270 ) 30(38E3〕0 35(91，5G 2O0 〕
9) (84.9) (6.7) (--) (9 
11〈，12795〉 5日8，415 85，960 4(0，2702 〉 598，577 1O(，16.70〕0 609，177 128.1 (83.5) (14.1) (98.3) (100) 













2(0，4274 〕 354，32067 〕
(9 
5(，1G457 〕 35(9I，2U6D4 〉 87.9 
23，955 24(78，24254 〉 45，845 11，566 3日5，837 3610 ，967 34(2I，8C035 〕(7.0) (13.4) (3.4) (89.2) (10.8) 
11.201 4日(789，158 74，183 14，603 496.940 9〔，1598〕7 50(61，05208 〕 41.3 (2.2) 0) (14.6) (2.9) (98.1) 
4，070 155，835 24，018 l，016 19 180，972 10(，5 C日O 19(01，90702 〕
(2.1) (81.6) (12.6) (0.6) (94.8) 2) 
1印ω附回0ぺ|ド2“叩捌671…

























年 末|童書|塁審|霊害l雲ま!預金部| 官十 !雲監|総 dt 
昭和 7 1，080 745 726 51 1，093 3，695 137 3，832 
R 1.491 1，043 889 37 1，348 4，808 142 4，950 
9 1，998 894 960 250 1，614 5，716 173 5，889 
10 2，22C 947 1，口94 315 1，740 6，316 211 6，527 







(日本銀行調査局「日本の資本市場」昭和14年「日本金融史望新料」昭和篇， 第29巻I 175-176 
之-'./)。


















表7 金融機関別所有有価証券中国債甲占める割合 (%) 
年 末|主導|童書 貯銀 蓄行 I信会 託社 計 |雲監|総 言十
昭和 7 I 366 52.1 61.7 10.5 40.4 39.6 12.8 37.5 
8 44.7 63.9 66.3 6.3 11.1 48.3 11.3 44.1 
9 51.2 56.5 67.9 30.4 47.5 51.4 11.6 46.7 
10 52.2 53.7 68.3 32.3 49.6 52.2 12.7 47.4 
11 53.0 55.6 67.0 31.7 51.4 53.0 11.6 47.7 
備考 円銀を合申ての割合を示す。(大蔵省「昭和財政史」四国置， 257ベー ジよりJ
17) 前掲「昭和財政史」沼金融(下)， 10-11へーシ。
18) ν エーン「帝国主義論」全集22巻， 268へジ。
19) 同上， 245ベータ。



























20) 前掲「昭和財政史JVI国債ら昭和四年I 241-243"""::-;.~o 

















































































































































34 (322) 第 112巻第5号
資産の堅実化をはかり，恐慌，不況に対する抵抗力士強化する ζ とを目的とし
た銀行合同によって，急速に進行したが，政府は新たな事態に対応するために，
昭和8年 8月， 銀行合同の新たな方針を打出ず。 それは， いわゆる 11県 1












































コλ トすら当時り国債利回り 3.5%を上回っている。 このような状況で地方銀
行が低利回りの資金運用に耐えていくためには，経営の合理化，つまりより少








36 (324) 第 112巷第5号
表8 普通銀行経話規模別預金原価(昭和12年上期単位%)
~¥¥¥J 大銀行 中銀行 小銀行 |極小銀行
支払利息 2.GO 2.80 3.08 3.28 
人件費 0.62 0.72 0.62 0.62 
営業費 0.60 0.64 1.14 0.92 














吸控訴| 抽 | 山 | 四 1 19.0 1 
えま41:~ 1 2，157 脚 皿 I 17.3 I 
650169 5811ω189.3 
〈大蔵省 F昭和財政史.金融〈下)J晶5ペー ジ。〕
秒月公債発行における中央銀行と銀行合同について (325) 37 
表10 普通銀行中に占める大銀行の比重 (単位官万円， %) 
普通銀行 大 銀 fTド
末善本塁|預金[貸出|霊雲量Al預金貸山|主要
昭和 6 I 1，2昭 I9，町4 7m111 3，942 035204〉|(3，21609〉 (230962〉||〔日30829〕
7 I 1，262 I 10，006 I 6，687 I 4，097 I (25.6) I t:î:;~3v) I ti:O) I tils) 
8 1 "幻41 10，636 1 6，434 1 4，ω|1332町0、〕 1|4474盟5|1(24，65934)(14，8073〉
61(332田7〕|(54岨490〕1|(24m101〕1(24m22〕
"| 明間|明 lA1mlm|綿
















38 (326) 第 112巻第5号
よ，その財政政策は，公信用を積梓に侵略と戦争の政策遂行に動員され，金融
寡頭支配の強化を導いていったのであり，長氏のように，フツレジョア民主主義，
反フアジズムとして把握するこ邑は承服しがたいことが明らかになったと思う。
また.ケイ Yズ主義者等によってフイスカノレポリシィの「模範Jのごとく言
われる高橋財政の公債政策なるものは，日銀信用の動員や人的結合，さらには
銀行業の集中を導〈ことによって，金融寡頭支配を強めながら，戦争への道を
なめらかに1..-.イ γフレ-'y冨 Yの進行と人民大衆の苦しみの増大をもたらす
ものであったといえよう。
最後に，深井英五氏の一文を引用することによってしめ〈くりにかえよう。
「……戦時財政上の非常手段としに中央銀行自通貨発行権主使用するは避〈
べからざる所にして，其際政府貸上金文は公募国債背負込り形を以て之を負担
する為摩擦を起すのが最も多い例であるのに，日支事件の拡大により巨額の国
債発行を必要とするに至るや，日本銀行国債引受発行の方法既に存したるが故
に，其の利用を拡大するだけで摩擦なく戦時財政に移りえた。高橋大蔵大臣が
一時の便法として条件付に創始した所の方法が，戦時財政の要目として長舎に
亙り効果を発律するのも奇縁と云ふべきであらう」剖
32) 前掲，深井英五「回顧七十年J272ベ一九
